
介紹

期
の
反
米
思
想
を
、
キ
ュ
ー
バ
の
ホ
セ
・
マ
ル
テ

ィ
と
ウ
ル
グ
ァ
イ
の
ホ
セ
・
エ
ン
リ
ケ
・
ロ
ド
ー

を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
手
際
よ
く
叙
述
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
エ
リ
ー
ト
主
義
的
で

観
念
的
な
ロ
ド
ー
の
反
米
思
想
に
た
い
し
て
、
マ

ル
テ
ィ
の
そ
れ
は
、
生
活
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
、

一
般
民
衆
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
篇
の
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
ゑ
二
橋
論
文
は
、

メ
キ
シ
コ
近
現
代
史
を
専
攻
す
る
評
者
に
と
っ
て
、

も
っ
と
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。
三
橋
論

文
は
、
メ
キ
シ
コ
中
産
階
級
の
起
源
・
発
展
を
一

九
一
〇
年
代
の
メ
キ
シ
コ
革
命
以
降
に
求
め
る
通

説
に
正
当
に
も
疑
聞
を
提
起
し
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
の
整
理
・
統
合
を
こ
こ
ろ
み
つ
つ
、
　
「
現

在
と
の
関
連
で
メ
キ
シ
コ
中
産
階
級
を
分
析
す
る

た
め
に
は
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
期
〔
一
八
七
七
～
一

九
一
一
年
〕
以
降
の
そ
の
形
成
と
発
展
を
考
慮
す

れ
ば
よ
く
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
中
産

階
級
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
重
要
性
を
持
た
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
暫
定
的
結
論
に
到
達
す

る
。　

た
だ
評
者
に
と
っ
て
疑
問
に
残
る
の
は
、
三
橋

論
文
が
「
中
産
階
級
」
を
〈
階
級
〉
概
念
と
し
て

扱
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
〈
社
会
階
層
〉
概

念
と
し
て
と
り
扱
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
必
ず

し
も
開
確
と
は
い
え
な
い
点
で
あ
る
。
　
「
社
会
セ

ク
タ
ー
」
と
い
う
用
語
の
併
用
と
と
も
に
、
気
に

か
か
っ
た
。
も
う
一
点
は
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ォ
期
以

前
を
切
り
捨
て
う
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
た
め

ら
い
を
感
じ
る
。
一
九
世
紀
メ
キ
シ
コ
史
研
究
の

重
点
が
ポ
ル
フ
ィ
リ
オ
期
か
ら
そ
れ
以
前
の
時
期

に
移
行
し
、
た
と
え
ば
Ω
円
。
男
o
D
．
O
錠
畠
。
ω
o

①
創
こ
凄
臓
§
§
蝕
§
鴇
§
器
唖
さ
ミ
。
§
ミ
寒
い
塗

喚
藁
紙
象
§
ミ
ミ
8
、
爵
ご
舅
（
鼠
騨
8
”

ω
お
ざ
メ
麟
H
”
日
①
刈
Q
。
）
（
『
メ
キ
シ
コ
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
形
成
と
発
展
』
）
の
よ
う
な
成
果
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
　
『
L
A
研
究
』
発
行
に
た
ず
さ
わ

る
一
人
と
し
て
、
　
『
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
』
の

今
後
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
B
5
判
　
一
〇
〇
頁
　
一
九
七
九
年
七
月

　
　
　
　
　
刊
　
上
智
大
学
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
所

　
　
　
　
　
年
間
購
読
料
二
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
木
芳
夫
　
奈
良
大
学
講
師
）

∪
鋤
巳
⑦
一
↓
●
幻
＆
α
q
興
ρ

§
鴨
§
、
瀞
肉
篤
ミ
ら
帆
§

さ
鵠
ミ
務
壁
ミ
、
詠
§
偽
ミ
ら
犠

N
O
O
噺
◎
l
N
℃
N
偽

　
明
確
で
緻
密
な
分
析
力
と
流
麗
な
文
章
で
書
か

れ
た
本
書
は
、
思
想
史
が
最
も
活
力
を
帯
び
、
有

効
と
な
る
と
こ
ろ
、
即
ち
、
思
想
が
現
実
と
切
り

結
ぶ
接
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
産
業
革
命
に
直
面

し
た
伝
統
的
労
働
倫
理
と
い
う
理
念
の
行
方
を
追

求
し
た
思
想
史
の
傑
作
で
あ
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
中
葉
の
合
衆
国
北

部
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
い
た
労
働
倫
理
は
、
工

場
制
と
固
定
し
た
賃
金
労
働
者
階
級
を
基
軸
と
す

る
経
済
よ
り
も
古
く
、
又
、
そ
れ
と
は
精
白
に
異

な
っ
た
、
前
産
業
資
本
主
義
的
証
済
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
有
用
性
、
自
己
抑
制
、

成
功
の
夢
、
そ
し
て
創
造
性
の
四
つ
の
要
素
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
労
働
は
、
経
済
的
欠

乏
の
世
に
あ
っ
て
人
々
を
有
用
に
し
、
怠
惰
が
生

み
だ
す
疑
惑
と
誘
惑
を
払
拭
し
、
努
力
に
応
じ
た

富
と
地
位
へ
の
道
を
拓
く
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
労
働
は
、
人
間
が
そ
の
知
力
と
熱
練
技
能
を
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発
揮
し
、
生
産
物
に
結
実
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に

し
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
い
ず
れ
も
、
労
働
は
道

徳
的
生
活
の
根
本
で
あ
る
と
い
う
労
働
倫
理
の
中

心
的
前
提
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
労
働
の
称
養
は
、
合
衆
国
北
部
に
お
け
る
、

中
層
の
、
主
と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
財

産
所
有
階
級
（
艇
民
、
簡
人
、
独
立
し
た
熟
練
職

工
、
牧
師
や
専
門
職
に
つ
く
人
々
、
そ
し
て
、
初

期
の
産
業
資
本
家
）
、
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
間
で
最
も
強
力
で
あ
っ
た
。

又
、
そ
れ
は
、
彼
ら
の
階
級
的
産
物
で
あ
っ
た
が
、

同
時
に
、
彼
ら
が
持
つ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
故
に
、
一

般
的
信
条
と
も
な
っ
て
い
た
。

　
著
者
は
、
こ
の
伝
統
的
労
働
倫
理
に
対
す
る
新

し
き
現
象
と
し
て
の
工
場
制
の
衝
撃
を
分
析
し
、

労
働
そ
の
も
の
が
根
本
的
な
変
革
を
被
る
時
、
以

上
の
如
き
労
働
の
諸
価
値
は
一
体
ど
う
な
る
の
か

を
見
事
に
追
求
す
る
。
即
ち
、
一
九
世
紀
後
半
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
じ
ク
シ
ヨ
ツ
ブ

お
い
て
、
工
場
制
は
、
農
場
と
仕
事
場
中
心
の
牧

歌
的
経
済
に
侵
入
し
、
労
働
倫
理
の
諸
前
提
に
挑

戦
し
、
労
働
と
モ
ラ
ル
の
安
易
な
等
式
を
破
壊
し

て
い
く
。
仕
事
が
、
能
率
を
求
め
て
、
分
割
さ
れ
、

単
純
化
さ
れ
、
一
定
の
型
に
は
ま
っ
た
も
の
と
な

る
に
つ
れ
て
、
又
、
個
性
発
揮
の
場
が
狭
め
ら
れ
、

熟
練
技
能
が
消
滅
す
る
に
つ
れ
て
、
技
術
と
仕
事
、

創
造
性
と
労
働
、
自
己
と
仕
事
の
闘
に
く
さ
び
が

打
ち
込
ま
れ
る
。
工
場
が
よ
り
大
き
い
規
模
を
も

ち
、
組
織
化
さ
れ
る
に
つ
れ
、
そ
し
て
、
よ
り
多

く
の
人
々
が
従
属
的
な
被
雇
用
者
と
な
る
に
つ
れ

て
、
普
通
の
労
働
者
が
経
済
的
独
立
を
獲
得
す
る

可
能
性
は
着
実
に
後
退
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
工

場
が
大
量
の
生
産
物
を
家
庭
と
市
場
に
供
給
す
る

に
つ
れ
て
、
全
て
の
労
働
者
の
惜
し
み
の
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
切
実
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う

確
信
が
ゆ
ら
ぎ
、
娯
楽
、
休
患
、
そ
し
て
努
力
そ

の
も
の
か
ら
自
由
な
生
活
と
い
う
、
労
働
倫
理
と

は
正
反
対
の
規
範
が
拡
大
し
て
い
く
。

　
か
か
る
傾
向
を
憂
え
る
北
部
の
「
モ
ラ
リ
ス
ト

達
」
は
、
一
連
の
手
段
、
即
ち
、
生
産
者
協
同
組

合
、
利
益
分
配
制
、
出
来
高
払
い
制
、
そ
し
て
科

学
的
管
理
を
通
じ
て
、
働
く
者
の
独
立
、
成
功
、

自
己
決
定
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
、
又
、
彼
ら
の

視
野
の
拡
大
、
労
働
晴
問
短
縮
等
を
通
じ
て
、
機

械
化
さ
れ
た
労
働
の
単
調
さ
と
疎
外
感
を
克
服
し

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
工
場
制
下
の
勝
働
と
労

働
倫
理
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
の
真
剣
な
努

力
は
、
失
敗
と
妥
協
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
は
、
労
働
の
理
想
と
工

業
化
の
現
実
と
の
亀
裂
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
部

の
人
々
が
労
働
倫
理
を
現
実
か
ら
引
き
離
し
、
修

辞
上
の
、
又
は
、
道
徳
的
な
決
ま
り
文
句
、
政
治

的
修
辞
と
し
て
、
　
一
層
そ
の
理
想
に
固
執
し
た
、

と
主
張
す
る
。
例
え
ば
、
　
「
真
の
」
労
働
を
行
な

っ
て
い
る
と
自
負
す
る
工
業
労
働
者
達
は
、
　
「
労

働
の
尊
厳
」
の
名
の
下
に
、
自
ら
の
苦
痛
に
み
ち

た
境
遇
を
訴
え
、
労
働
倫
理
を
労
働
者
の
伝
統
に

転
化
し
て
い
っ
た
。
他
方
、
保
守
派
は
、
財
産
が

勤
勉
を
前
提
と
す
る
が
故
に
、
貧
困
は
怠
惰
と
い

う
悪
徳
の
証
で
あ
る
と
主
張
し
、
労
働
倫
理
を
保

守
的
信
条
と
し
て
投
げ
返
し
た
。
こ
う
し
て
、
労

働
倫
理
の
履
歴
は
蹉
跣
と
同
時
に
存
続
を
も
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。
藩
老
は
、
又
、
か
か
る
経
緯
を

子
供
向
け
の
小
説
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
中
に
も
確

認
す
る
。

　
以
上
が
本
書
の
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
。
思
想
と

現
実
の
緊
張
関
係
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
精
緻
な

分
析
力
で
書
か
れ
た
こ
の
労
作
に
対
し
て
、
筆
者

は
何
ら
不
満
を
も
た
な
い
。
そ
し
て
、
読
了
後
、

著
者
と
共
に
、
次
の
如
き
憂
う
つ
な
感
概
を
持
た
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介紹

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
喜
び
と
満
足
を
持
ち
う
る

労
働
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
と
。

憂
う
つ
な
の
は
、
こ
の
寒
い
に
は
依
然
と
し
て
解

答
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ

れ
、
社
会
思
想
史
の
傑
作
で
あ
る
本
書
を
で
き
る

限
り
多
く
の
人
々
が
読
ま
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。

　
　
　
　
　
（
二
八
七
頁
　
一
九
七
八
年
　
O
げ
8
卑
σ
q
ρ

　
　
　
　
　
↓
冨
q
艮
く
9
0
｛
〇
三
〇
品
。
男
お
ω
ω
）

　
　
　
　
　
　
（
竹
田
　
有
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

国
●
｝
巳
＝
鎚
α
Φ
け
　
頃
・
2
0
昌
昌

（
巴
ω
．
）
”
鐙
§
a
ミ
肉
軸
鷺
ミ
N
り

§
寒
§
鳴
○
鶏
ミ
§
ミ
ミ
防
味
－

壕
黛
ら
ミ
ミ
的
ミ
織
帖
§
鳴
蕎
鴇
O
遮
Q
う
駄
鴨

、
轟
篤
§
。
・
§
寒
塙
、
愚
鳴
8
騨

§
ミ
ミ
“

　
本
書
は
ル
イ
・
バ
ス
ト
ウ
ー
ル
（
ス
ト
ラ
ス
ブ

ー
ル
）
大
学
名
誉
豊
肥
の
国
・
｝
巳
臣
震
α
と
同
大

学
教
授
の
国
●
装
。
目
を
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
す
る

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
地
域
空
聞
に
関
す
る
共

同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
彼
ら
の
他
、
鵠
．
図
薯
－

日
。
⇔
ρ
国
●
国
ざ
ヨ
。
。
o
げ
コ
①
σ
q
曾
”
ω
．
閃
一
旨
げ
2
戸
竃
●

蜀
幸
く
。
戸
○
●
O
葺
く
ぎ
の
旧
名
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ジ
ュ
イ
ヤ

ー
ル
は
現
代
フ
ラ
ン
ス
地
理
学
界
を
代
表
す
る
地

理
学
者
の
一
入
で
、
長
ら
く
「
地
域
」
な
い
し

「
地
域
空
聞
」
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
本
書
は
、
こ
の
ジ
ュ
イ
ヤ
ー
ル
の
規
定
す
る

「
地
域
」
概
念
並
び
に
彼
の
提
唱
す
る
「
地
域
空

間
の
一
般
地
理
学
（
び
9
σ
q
ひ
。
α
q
舜
喝
ぼ
。
σ
q
9
曾
即
一
①

α
①
ω
①
α
」
℃
ρ
8
ω
み
α
q
δ
昌
窪
羅
）
」
の
枠
組
の
中
で
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
地
域
」
を
経
験
的
及

び
理
論
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
イ
ヤ

ー
ル
の
定
義
す
る
「
地
域
」
と
は
機
能
空
間
と
し

て
の
地
域
、
つ
ま
り
あ
る
中
心
、
あ
る
都
市
に
よ

っ
て
組
織
づ
け
ら
れ
た
空
間
を
意
味
し
、
そ
れ
は

機
能
空
間
の
階
層
で
い
え
ば
、
国
家
空
闘
よ
り
一

段
階
下
位
に
位
醗
づ
け
ら
れ
る
土
地
的
枠
組
を
も

つ
空
間
を
指
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
地
域
概
念
の
立
場
か
ら

行
な
わ
れ
た
地
域
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、

》
．
日
窪
び
僻
巳
踏
b
d
．
り
簿
①
冨
な
ど
の
モ
ノ
グ
ラ

フ
を
は
じ
め
、
既
に
か
な
り
多
く
の
蓄
積
を
み
て

き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
じ
て
機
能
空
間
と

し
て
の
「
地
域
」
の
一
般
化
な
い
し
体
系
化
を
志

向
す
る
動
き
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
ジ
ェ
イ
ヤ

ー
ル
の
標
榜
す
る
「
地
域
空
間
の
一
般
地
理
学
」

は
ま
さ
に
こ
の
点
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
書
は
先
述
し
た
如
く
こ
う
し
た
研
究
の
一

貫
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
本
書
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
は
、
西
ヨ
ー
ロ
．
ッ
パ
に
お
け
る
諸
地
域

の
発
生
、
構
造
化
並
び
に
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
は
あ

る
一
定
の
論
理
、
面
積
、
人
口
、
都
市
網
に
関
す

る
あ
る
一
定
の
規
範
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

つ
ま
り
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
地
域
に
存
在
す
る

αq

ﾏ
げ
鴛
詳
は
一
つ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
多
数
あ
る

の
か
、
そ
れ
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
本
書
は
序
論
以
下
大
き
く
三
都
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
第
一
部
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
同

質
四
域
の
画
定
」
で
は
、
第
二
、
三
部
で
の
理
論

的
及
び
経
験
的
方
法
に
よ
る
地
域
の
σ
Q
騨
ぴ
錠
搾
の

検
討
に
先
立
っ
て
、
そ
の
基
礎
作
業
が
行
な
わ
れ

る
。
著
者
た
ち
は
先
ず
各
地
域
の
σ
q
p
げ
舘
客
は
そ

れ
の
属
す
る
空
間
タ
イ
プ
と
そ
れ
ぞ
れ
対
応
関
係

に
あ
る
と
仮
定
し
、
西
ヨ
ー
p
ッ
パ
内
部
に
お
け

る
空
聞
タ
イ
プ
を
抽
出
す
る
た
め
に
、
都
市
の
分

布
状
態
（
ω
①
巳
ω
接
げ
ρ
ぎ
）
、
人
口
密
度
、
産
業
活

動
、
人
口
推
移
、
交
通
機
関
の
五
つ
を
指
標
に
と

り
、
そ
の
地
図
化
か
ら
同
質
範
域
区
分
を
行
な
う
。
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